
昭
和
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て

茂
書
集
落
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支

え
た
茂
富
鉱
内
前
号
で
は
前
山

在
中
心
に
、
鉱
山
の
歴
史
に
加
え

建
物
、
坑
道
、
施
設
の
具
体
的
立
配

置
立
ど
、
そ
の
全
体
像
在
あ
ぶ
り

だ
し
主
婦
i

・
E
E
l

v
で
は
実
際
に
バ
モ
句
鉱
山
で
の

他
事
は
ど
の
よ
う
な
ぢ
の
で
あ
つ

だ
の
か
.
聞
き
取
り
掴
董
か
ら
、
坑

内
で
は
鉱
石
の
療
揮
を
行
う
沼
怖

さ
と
呼
ば
れ
る
人
出
他
に
も
支

柱
芸
、
『
運
雌
さ
と
呼
ば
れ
'
t
H
A

が
.
Uた
こ
t
、
そ
し
て
坑
外
で
は
、

男
性
の
み
なM
ず
女
官
に
も
さ
ま

区
足
立
役
割
訓
剖
砧
b
れ
て
い
だ

こ
と
一
ら
か
と
な
っ
た
.



企鉱山で-<人置の帽子

昭和司..It.鉱山を経曾していたのは土ell集であて〉たが盆山では土E工震

の本雀買だけで"<、続aにあったHI村組という人支出し会祉のを士"も.いてい

た.また餓.から鳳川組という会祉の人夫も来ていた.黒川舗の人達lみ盆山下を

詫れる茂劃"を少し上決に.0たとζとに司震があり、そこで.らしていたそうι

また店夫を脅しめたのが吐腕。すい!叫h.m・を多〈吸い込むζとでかかる

徳山特有の衝で、茂.でも閉山後に産"で亡〈はる方が少伝〈広かった.珪肺の予

防..，.マスクの着用であ 'J支鎗ちされたが、当時隠その息苦しさがら長時閣のマ

スクの省周やマスク自体を1Oむ人も多かった.

‘・Ii山で・ぃτいE人の曹.

泊町内で.<人々は安全のために.支鎗

されたマスクとゴーグル、ヘルメットを

つ付作震にあたった.古いヘルメットロ

軍環で使われたものだコた.

奥つ瞳な銚内で'"明かりとして『カン
テラa を使つ Rと t左手に縛っているもの)
が、碕代とともにその菱凶変化した.初期

のもの'"作織の帽に，.近〈の霊にかけ

て手元を属らすタイプでaちったが、その

後ヘルメットに袋省できるタイプへと政

良された.'ia下、手前左の丸いものが、ヘ

ルメットに駆り付1すられた-

lnl
-ーカンテラ

。

〈

鉱

脈

を

探

り

当

て

、

奥

ヘ

縦

へ

と

掘

り

進

む

-ー旭下足銀

坑

内

で

働

く

人

々

は

、

そ

の

仕

事

内

容

に

よ

っ

て

、

主

に

「

坑

+

芯

「

支

柱

夫

」

「

運

搬

夫

」

の
3
つ

に

分

け

ら

れ

た

。

坑

夫

の

仕

事

は

削

岩

機

と

ダ

イ

ナ

マ

イ

ト

を

用

い

た

鉱

石

の

採

掘

で

あ

る

.

探

掘

は

、

ま

ず

ポ

ー

リ

ン

グ

技

士

が

、

坑

道

の

先

端

在

ポ

ー

リ

ン

グ

し

p

uと

呼

ば

れ

る

鉱

脈

在

発

見

す

る

と

こ

ろ

か

ら

始

ま

る

。

巴

ッ

ト

の

先

は

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

で

で

き

て

い

た

か

ら

、

穴

の

奥

に

残

っ

て

し

ま

わ

ん

よ

う

気

在

使

っ

た

」

と

語

る

の

は

ポ

ー

リ

ン

グ

技

師

の

見

習

い

在

し

て

い

た

倉

本

昇

勇

さ

ん

。

坑

道

の

壁

か

ら

岨

1

m

m奥

ま

で

鋸

り

、

『

ヒ

』

を

探

し

た

そ

う

だ

。

『

ヒ

』

が

見

つ

か

る

と

、

坑

夫

の

出

番

で

あ

る

。

は

じ

め

に

岩

が

落

ち

な

い

よ

う

に

鉄

挺

(

か

な

て

こ

)

で

つ

つ

い

て

浮

石

在

険

去

す

る

。

こ

れ

を

『

コ

ソ

ヲ

』

と

呼

ぶ

.

そ

し

て

、

削

岩

機

で

ダ

イ

ナ

マ

イ

ト

を

仕

込

む

た

め

の

穴

を

開

け

て

、

ダ

イ

ナ

マ

イ

ト

を

詰

め

発

磁

す

る

と

い

う

手

順

で

掘

り

進

め

ら

れ

る

.

掘

り

進

む

度

に

、

坑

道

に

は

落

盤

を

防

ぐ

た

め

の

補

強

用

の

支

柱

が

立

て

ら

れ

、

支

柱

在

立

て

る

人

た

ち

を

支

柱

夫

と

い

っ

た

.

大

き

な

事

故

に

も

直

結

す

る

重

憂

な

仕

事

で

、

儀

員

ン

“u

-

a属

力

見

、

茂

便

の

を

h

uど

郵

時

ン

ル

ト

ほ

後

当

ロ

片

写

のι

υ

1

N

V単

ぞ

き

口

叫

町

時

急

増

出

h

-

R閣

・

日

ゃ

れ

本

姻

で

」

一

フ

〈

盆

刊

に

山

に

テ

て

元

大

工

な

ど

、

技

術

在

持

っ

た

臓

人

に

任

さ

れ

る

こ

と

が

多

か

っ

た

.

坑

道

は

縦

方

向

に

温

り

進

め

る

こ

と

も

あ

り

(

立

坑

て

そ

こ

で

も

支

柱

夫

が

、

漢

字

の

司

自

』

の

字

を

績

に

し

た

木

製

の

井

桁

を

組

み

上

げ

な

が

ら

採

掘

を

進

め

た

.

日

の

字

の

向

か

っ

て

右

側

が

採

鼠

し

た

鉱

石

を

落

し

入

れ

る

場

所

で

、

鉱

石

在

落

と

し

入

れ

る

こ

と

を

『

ハ

ネ

コ

ミ

』

と

呼

ん

だ

。

左

側

は

人

が

通

る

場

所

で

、

道

具

や

資

材

の

運

雌

に

も

用

い

ら

れ

た

。

ま

た

、

鉱

石

側

の

底

部

は

、

開

聞

で

き

る

仕

組

み

に

な

っ

て

い

て

、

そ

こ

を

『

漏

斗

口

(

じ

よ

う

ご

ぐ

ち

)

』

と

呼

ん

だ

.

漏

斗

口

を

開

閉

さ

せ

、

鉱

石

を

ト

ロ

ッ

コ

に

積

み

込

ん

だ

.

坑

内

の

幅

・

高

さ

は

共

に

お

よ

そ
2
メ

ト

ル

で

、

立

坑

は

お

よ

そ

羽

m
間

隔

で

鋸

ら

れ

て

い

た

そ

う

だ

.

。

八

危

険

と

隣

り

合

わ

せ

身

体

を

張

っ

た

重

労

働

「

お

れ

は

ハ

ネ

コ

ミ

在

し

て

い

て

、

場

割

り

で

『1
番

坑

の

サ

ン

ゴ

ウ

ナ

ナ

ジ

ュ

ウ



(
へ
行
け
)
』
と
言
わ
れ
た
の
を
買
え
て
る
」
と
教

え
て
く
れ
た
の
は
望
月
力
さ
ん
。
立
坑
の
場
所

は
、
手
前
か
ら

1
ゴ
ウ
、
2
ゴ
ウ
と
ヨ
ウ
(
合
ご

で
数
え
ら
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

叫
叶1 い

+
穴
所

.
人
に

で
り
組

山
あ
村

両
鉱
が
川

…
証
一
竹
山

か
出
'
か
と

陪
ら
日
し
川

力
か
日
帽
を
か

白
川
綱
島
周
8
尉
i
υ
l
u

a
n

た
出
店

坑
内
は
石
膏
の
粉
塵
が
舞
っ
て
い
て
真
っ

白
。
吸
い
込
ま
泣
い
よ
う
に
会
社
か
ら
マ
ス
ヲ

が
配
ら
れ
た
が
、
「
(
粉
塵
が
)
体
に
悪
り
い
と
分

か
っ
て
て
も
、
息
苦
し
い
し
、
休
憩
に
ヲ
パ
コ
在

吸
う
に
外
し
て
そ
の
ま
ん
ま
で
仕
事
を
や
る
人

も
い
た
だ
。
で
も
俺
は
体
が
大
事
だ
か
ら
つ
け

た
よ
。
」
深
津
源
一
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

坑
夫
は
、
作
業
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
息
査

の
た
め
に
坑
内
存
白
山
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ダ
イ
ナ

可
イ
卜
を
仕
掛
け
、
昼
食
後
、
煙
が
お
さ
ま
っ
た

頃
に
作
業
に
戻
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
し
か

し
、
発
破
に
危
険
は
付
き
物
。
「
外
出
た
ら
発
破

の
音
在
数
え
と
い
て
、
ち
し
(
仕
掛
け
た
数
に
)

深湾海 (もとかす乃さん(有)

深湾りさ子さん l国ご夫妻

源さんは、国民学校を事業し

て、 15般から 19年間勘めた.υ

さ子さんは中学校を出てすぐ

1 年くらい勧めた.

足
り
ん
か
っ
た
ら
先
に
入
る
人
に
『
爆
発
し

吉
ゃ
い
ん
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ん
か
ら
気
を
付

け
て
』
と
伝
え
る
だ
」
と
、
坑
夫
在
し
て
い
た
望

月
光
雄
さ
ん
は
語
る
。

日
ベ
ス
と
そ
の
お

m
上
の
通
気
口
の
坑

内
、
そ
し
て
口
ベ
ス
の
坑
口
と
架
線
場
の
聞

に
は
軌
道
が
敷
か
れ
て
い
た
。
採
掘
さ
れ
た
鉱

石
は
ト
ロ
ッ
コ
に
積
ま
れ
、
そ
れ
を
運
搬
夫
が

人
力
で
押
し
て
架
線
場
ま
で
運
ん
だ
。
ト
ロ
ッ

コ
の
軌
道
は
出
入
り
口
が
低
く
な
る
よ
う
軽
い

傾
斜
が
つ
い
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
相
当
な
重

労
働
た
っ
た
と
い
う
。
ト
ロ
ッ
コ
に
は
、
ベ
ア
リ

ン
グ
が
付
い
て
い
る
も
の
と
付
い
て
い
な
い
も

の
が
あ
り
、
深
津
源
一
さ
ん
に
よ
る
と
「
毎
朝
、

運
徹
夫
の
衆
ら
は
力
の
要
ら
ん
ベ
ア
リ
ン
グ
の

(
ト
ロ
ッ
コ
)
を
取
り
合
っ
た
」
そ
う
だ
。

働
て
で
っ
た

山
と
れ

叫
阻
凪
引

制
明
唱
品
目

5
9
K
F
P

1
a
a

を

れ
も
村
石

緩
方

H

鉱

光
頃

J

た

月
禽
た
い

盟
四
い
の

坑
内
の
仕
事
は
、
病
気
や
事
故
と
隣
り
合
わ

せ
の
危
険
な
仕
事
だ
っ
た
。
今
回
話
を
聞
い
た

中
で
最
も
長
く
鉱
山
に
勤
め
た
阿
部
一
三
さ
ん

は
、
あ
る
日
坑
内
で
ガ
ス
を
吸
い
込
み
倒
れ
て

入
院
。
退
院
後
、
坑
内
で
働
く
こ
と
は
少
な
く

な
っ
た
そ
う
だ
。

岡向!町1
..,­

z ・
"¥7't- I

阿川 I

l亡\ ..
悼­
一、，

d
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..，.←・ pン

阿郎三(いちぞう)さん

高等小学綬を卒集してすぐ、 17

・の頃から鉱山で働き始めた.

途中、戦中は兵隊として満州や

yぺりアヘ.帰国して再び鉱山

に入り、本工員として閉山まで

勤めた.今いる中で、盆山に番

長〈動問た方 a

。谷三五
鍵鋸現燭ー'

/-坑道向のイ〆 ヲ図

2



」ー
望月利子(としこ}さん

17般から 1 年間鉱山~その

後嫁に行き嫁ぎ先が営む丸伸

商店を手伝った.鉱山の人たち

もよ〈利用したそうだ.

。
〈
坑
内
の
仕
事
壱

支
え
る
坑
外
の
仕
事

坑
外
で
も
多
く
の
人
が
働
い
て
い
た
。

望
月
利
子
さ
ん
の
仕
事
は
事
務
。
事
務
所

で
日
報
の
清
書
在
担
当
す
る
他
、
川
の
近

く
ま
で
湧
水
在
汲
み
に
行
っ
た
り
も
し

た
。

事
務
所
の
向
か
い
に
設
置
さ
れ
た
分
析

所
は
望
月
一
男
さ
ん
の
職
場

b
「
お
て
こ

(
お
手
伝
い
)
Lの
望
月
八
重
子
さ
ん
と
と

も
に
、
日
ベ
ー
ス
か
ら
出
て
き
た
鉱
石
の

石
膏
金
銅
の
吉
有
割
合
の
調
査
な
ど
を

行
っ
た
。
八
重
子
さ
ん
は
、
架
線
場
で
働
く

こ
と
も
あ
り
、
運
ば
れ
て
き
た
鉱
石
を
鉄

の
棒
で
ウ
ラ
ッ
シ
ヤ
↓
へ
流
し
込
む
仕
事

を
し
て
い
た
。
よ
く
覚
え
て
い
る
の
は

.'ｭJ,
望月男(かずお)さん

20・から目織まで働き、そ

の後、役喝破風に怠った.

「
(
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
)
こ
ぼ
れ
た
鉱
石

を
掃
除
し
て
い
る
と
き
に
、
掃
除
道
具
が

(
ク
ラ
ッ
シ
ャ

l
で
細
か
く
し
た
鉱
石
を

運
ぷ
)
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
巻
き
込
ま
れ
て
死

ぬ
か
と
思
っ
た
」
こ
と
だ
そ
う
だ
。
こ
の
と

き
、
コ
ン
ベ
ヤ
ー
は
止
ま
り
、
索
道
で
働
い

て
い
た
阿
部
一
三
さ
ん
に
助
け
ら
れ
た
そ

う
だ
。

、~
望月八量子(やえこ)さん

中学綬を卒業して他所ヘ8公

に出た後、，..から 1 年半か

ら 2 年ほど勧めた.

そ
の
一
三
さ
ん
は
、
坑
内
で
ト
ロ
ッ
コ

の
運
搬
を
担
当
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

2
番
坑
か
ら
で
た
鉱
石
在
日
ベ
ー
ス
へ
引

き
上
げ
る
巻
き
上
げ
の
操
作
や
、
国
家
資

格
在
と
っ
て
架
線
場
で
採
掘
し
た
鉱
石
在

中
洲
へ
送
る
作
業
在
し
た
。
事
務
所
近
く

に
は
大
工
さ
ん
や
鍛
冶
屋
さ
ん
の
作
業
場

が
あ
り
、
壊
れ
た
削
岩
機
や
ト
ロ
ッ
コ
の

修
理
は
そ
こ
で
行
わ
れ
た
。

深
津
久
子
さ
ん
は
、
火
薬
庫
の
掃
除
や
、

鉱
石
の
鍛
出
が
忙
し
い
時
は
石
膏
の
か
け

ら
を
集
め
て
選
別
や
鉱
石
の
整
理
を
行
っ

て
い
た
。
ま
た
阿
部
郡
加
子
さ
ん
は
削
岩

機
の
先
端
に
つ
け
る
ピ
ッ
ト
在
運
ん
だ
。

ラぞ茂窟鉱山

J

中洲周辺位置図

索道で運んど低石ぼ貯範舎に貯

め、そこからトロッコで県道沿い

に選び出し廠経飽にほトラック

で町外へと運ばれ定.

山
，
倉

1
t

F耕
一
茂

F禍

官鉱山畏の家
・事務所

中洲 '務所!忍渓因塵スタンドの

-向。い辺り、宿舎l忍、現在の

.宿主 吋しシー鯉周辺仁あっ巴

口・合宿所

目l口
口新倉

早川

.一般的革臨夫の一目

渇割り

事絡所でその日の仕事内容と喝所

を指定さ才L仕.に向かう.

畳休み(おおよそこの聞の 1 時間)

飯場(休惣所iでお昼ごはん

抗向夫総集

その他総集

終殿町は食糧厳で、茂盆の人々は偲で作物を宵てなくては食

べていけなかった.そこで、勘調障害聞を 1 時間ずらして馴 7時

から午後 3時までとし、終わってから附くなるまで畑仕・をし

たことちあったようだ.抗内夫の終繋が15時になっているの

は、その名滑である.

また、昼夜 2 交代制で仕事をしていた時期もあったようで、

夜の人ほ15時に集まり、田崎まで働いたそうだ.ち怠みに、夜

l式筑外での仕.はなく、筑内夫のみが作期限を行った.

Lゴ
画面画
圃塵盟

同叫現在の車道

"一当時の山遭

長A
500m

';G手三一‘白砂茂倉鉱山県照

...
茂貧鉱山という名前だが、盆山全体の事務所は県道治いの中洲集落

にあった.上1;'その事務所前で栂られた写真.現喝監情怠どリ ダ

絡の方々が寄っている.・務所の隣りに I~ 、盆山長の家もあった.
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，.曹の肪れを車しむ
「山菜野草採集ツアー」

~~…ーンプ
「新緑の森たんけんにでかけよう! J

審l三芽眠きの季節.

筒アルプスの鑓に也置する山里の早川町で、

ガイドと一緒に膏の筋れを感じる山葉や野

草の録集や観擦を楽しみ、おいしくいただき

ましょう.繰った山菜はお土産にもできます.

日時/4月開旬 ,..... 2( 1目(自 J

対象/中学生以上
a・m・/大人 'WOO円，什名噛込j

米IN::費主回宵泡tt.， ~ノ ,II
貧買(3aJ障宮探，.n.'.校

まれま写

定員/ ，J;l\まで
4' 司 161 までに盟申泊

新緑に包まれた早川のZ撃を、家集で探険しまぜ

んか 7蘇の中でI.生きもの察しをし怠がら遭

怠き過を進み、山菜や食べられる野草を察しま

しょう.夕食はみん怠で野外終理に篠・ii! 鐸

れたての山菜や野草も調理して、おいしくいた

だきましょう.小さい ....

お子 S経連れのご震鍍でも安心の 2 日間です.

期間 /5 月 24 日ム )-25 日[目]

対象 /5.~ ..........
多加費/夫人 9.0α 問、子ども fIX$) 円

[いずれを吸込 1 泊 3食温泉州

費支 "iIi ・ ~~~; 1~ プログラi..I， R， at. (3 食)型車
悦，含ま r ま亨. ，日け lin 回喝含↑ C町弓 i畜

定員 /.+7 組 Eで」妻@迅

~早川バードウォッチンヴツア

&ImIOr，憧れの夏鳥を探そう」

爾アルプス田鑑自然皇泊、な早川町.

III 怠々環境だからこそ出逢える E属を鐸しに出かけませんか.

r幻の赤い島 Jアカショウピンや献の名手たちのオオルリ、キ

ビタキ、クロツグミといった後々 怠野鳥を錬しに出かけます.

固鑑や双眼健をお貸し出ししますので、初心者の万でも安心

してご参加いただけます. ，泊でのご多加や積分.加もできます J

@前 J24; 仏つ u

i今わ

志1 ~早川町で書の自然由恵みを河

口え Q._ w • お祭りです l

たら由芽、... .，，，....，，"等仰が〈さ

んの山穫を直ヲ干する也早川町の特産主や

産物の廠晃子ど私ち遜ぺる広喝令書 R

企込 S 備 わわ

日時 /5 1l 3 日(捌 9 ∞、 M ∞

会喝/町民スポツ広喝

日時 /5 月30 日(童 \-6 月 1 日(目) アカショワピン
対 IV 中学生且上

・1町蘭/大人 21 .000円、学生 18店お円 (2 泊 6食週泉付)
核疑 tt 1J:慢 l己岡信;t tl 1rv" e-ラム債重量費 (6ro ，~侵島費制入

進税かきま nま~

lE 11/'3 名まで務 5月288( 水〉まで l 震防込

いずれのツア も、宿泊場所は「光漉の里温泉ヘ Jレy 美里」です .
.Ii身延鰍「下部渇息J\Jまたは高速パスf飯富停留所Jからの送迎を

ご希貨の方は.前にご相厳〈ださい.早川サポタ ズクラブ会

員は、いずれも 1 割引にてご4・2問いただけます 1

申し込み/問い合わせ先南アルプス生態邑「野鳥公園」また隠「ヘルシ一美里」

[野鳥公園J TB.jFA)(田56-48-2担8 E守咽 y"，"，謝習y"'-'>N四"-"'"

[ヘJ~シ鯉]花:L: 0556-48ｷ2621 FAX:0556-48-2622 E刊舗刷出動卸制附 a-ec o.c om

_f1 ，&30 1.扇町叫削輔副日目崎寸制 ".l Ul
9隆司~I) 'U凪I.S..8 ，・鳳 Hヲーに.るまで ....J

田辺慎重量置のプロフエツシヨナル

店
副
一
燭
叫

“
何
三
示
日

石
叫
展
叫

月
間
書
踊

望
町
一
頭
町

町
町
川
区
荏

・
子
身

望月工務店
平409- 2713 山良県爾巨局面忍早"町保 17虫

TB.. 05 5<lト 45-3016 FAX. 05 5& 45ト266 1<ェ・ 3



間 茂倉笹山の飯綱・(休惣所)で、よくやら

れていた遭びI:何?

答 '.麻雀

2 ，圃・

3. 符III

正解奮の<1>から始置で 2名織に、.子工房ヤ

マセミのシフ巧ンケーキをお送りします』

・め切り l立、平成 26年5月時日圃印有剖

です.

x・周の回答周'"がきを"持ちで広い方I:. 官III
uがきに臨答と."名航、ご住所、電量・号をごE
入の上.お送り頂いても綱いまぜん l

前回のクイズの正解ほ、 2 のr石情Jでした.

繍置の儀果、中村ますみさん U、王子市)が

当遣しました l おめでとうございます l

iii臥"，副院".....ーー四，-

今年もシーズンイン 1

早川の「本流堂」で、ラフティングをしよう!
担竪

急流をゴムポ トで漕ぎ下るラフティング.緩蛾..で愉快怠:$Oill.堂面白志

のリパガイドがザポ トします.量かな自然の中へいざ冒険へ出

発 l 二人乗りカヌで下るダッキツアもあつまず'

期凋/4月-11 月{寮予約)

2・術/早川、富士川 え棋や!の机官Iii T蜜更鼠

符ち絢/水・、夕方Jレ、意れても~ \~ l.it 1:: 11かかと何きザンダル
録 件/小学生以上の健康怠方.ダッキーツアー1立中学生以上.

属盆/ラフティング: 6，7∞円/1 名

ダヲキーツアー 7，200 円/1 名
さ約了いる万、延鑑さFてl 、る万民主ご画 聞い合わせ先『本流堂J h即/介田町必皿10

住所 山製県爾巨摩郡早川町寮袋 378

竃信 0556-45-2225俗曲、，.曲) E~mai: nfoO畑町必""10

早川旬の直送便ー
同厚ぷりぶり、量薗の且暗と冨えば

「早川きのこ園の膏しいたけ」

草子工房ヤマセミの

「ヨモギのシフ才ンケーキと雨畑茶のシフォンケーキ』

昨年、町内で本緒的に嘗集を始めた‘恵子工房ヤマセミさん自慢の

シフ宥ンケキ 2種類を.管織のご家庭にもお届します.

つ目は、町内で手摘みしたヨモギを1∞%使用したシフ方ン

ケーキ.膏らしい爽やかは香りがたまりません.二つ閏は、爾姻茶と

あずきのシフ写ンケーキ.お茶のほろ苦さと .-圃・・・『・­

あずきの冒さが絶妙のバランスです.

早川の自然がぎっしり臨まったシ

フ方ンケーキ.通販販売 I:今回が初と

怠ります.この償金をお見過しな('

内容/ホ "6号直橿1&m{6人-，人用)
会員恒相手早q ザヰ竺| 価格/ヨモギシフ方ン

さでさZ元民主吉| 般1.7田円会員 I，醐円+送料
治人日本上流文化圃研l
主主o.古里ま~~~I 爾鋼策とあずきシフ方ン
究所の会員に適用さ才叶
ぷ子;叫..，~_m""'·1 _般1 ，9田月会員 1 ，7日円+送料

・ご建立お問い合わせ90・ じ二二一一一一一一一」鎗送/注文聞に発送

NPO法人日本上流文化圃研究所(ゃまだらけ編集部} 受付/4月 21 目(月)まで .爾鋼策

TEL.0556-45-2160(9:00-17:30) FAX.0556-45-2268 E-mailshop 唖joryuken.net
注文脅氏名、住所、臨軒i'l'J2， l) 先氏名住所、臨柄、耐名、数盆をご遭鎗下さいヲァックヌメ J同齢、街 'J 返しご醐いたします .3 日経っ
ても遭絶訴はい喝舎はお手敏ですが電信でお問合ぜください.支払い'"、商織と 繍!こ h京.をお追ワしますので品定の盆胎直面;にお鍾込みください.

送勝 I:' 全ての商品の・"'斜金 II.、・週優 610 門で関西、中園、四凪九州、東， to 北海週ほ +1 田岡町 420 同かかります.クール便について.にさらに 1由同上最ぜに怠ります.

しいたけといえば、教を忽像する方

が多いと思いますが‘実は警もシ ズ

ンなんです.早川きのこ圃の脅しいた

けI: 大き〈て肉厚い t~rJ ，r，りとした

そのしいたけは、山のステーキといっ

ても過言でほありまぜん.

I( タ妙めも良し.焼いて曜〈溜を

ふるも良し.炊き込みご飯、お眠い物

等、織々な料理で楽しめます 1

同容 /1 箱約 1 地

価格/一般 2，500 門会員 2，250 円+送料
発送 /4 月 21 日(月)以降に，主文廟に発送

受付 /4 月 21 日(月)まで

浜図屋商店
竃笛 0556-48-2311

早川町で感動体駐在

南アルプス生態邑

光源の里温泉 へJレシ±美里

南アルプス邑野鳥公;薗

.,..,.主主u 伊主"

ご予相指聞い古わ包

TEU0556-48-2621
httriJ/vvw "，"" 町B同納~宅~~叶前首 akν

間

丸

山

館

町

明

観

町

氷

山

T

屋

内

唯

屋
H

Z
俵

ぷ

俵

制

一

足

*

霊

生命保険観書保険のこと~ら

韓式会社 さいとうエージェンシ­
tel..055-280-3360 fa ぇ， 055 280-3361

自...脹売方 トリスレンタカーのこと aら

有限量社 s ・ 7 ・ E ・ p
tel055-280-33 剖

.

@思 FLET'S
ー圃圃圃圃圃圃』亙盃li':I.~.と

宕~4~・積鱒{有}
〒409-3244

山梨県西八代郡市川三錦町店間 2077

TEL0556-32-1003FAX.0556-32ｷ1004



毒の百宮口v .， t:' ，

11持~tJ
温

揖糸卵に色鮮やかな絹さや、時田染みたしいたけ.ここに大島集落の

名産「島根芋」の芋茎(ずし tき)を煮たものと、ご飯には雨畑集落で丹誠

込めて育てられた雑草童在加えて、早川らしいちらし寿司のできあがり.

目にも鮮やかで、大勢で食べれば一層美暁しい i

材料(.人分}

[すし飯]

米

ブレンド綾殺

すし酢

[錦糸卵l
卵

砂積
酒

橿

3合

大さじ 3

大さじ 6

4個

大さじ 2

大さじ 1

小さじ 1

@
.米を研ぎ、雑癒を入7勺

れていつもと同じ水

加減で炊き、すし酢を

加えて畳ぜ合わせる.
水で匡した学葺そのものが甘くて、 同感激.酢飯は錐販が入

り、食感が豊カ可こなり、栄蚕も満点.

.縫癒すし飯の上に②
@きぬさ判孟塩ゆでし、冷まし .卵は閤陣料を入れて理ぜ、 2-3固に分

~④を色よく並べ⑤を
砂てから千切りに、とうもるこし砂けて薄く焼いて冷ましたら、千切りにする.砂

散らして、できあがり 1

1捕で与ま当量会ーー、 DヨE量二プー寸21E32 ・・.-r~-!.
ように漫ぜ

ると自身と

.身が理ぎ

りやすい.

[纏葺の費援物]

干し椎茸 12 枚
程茸の毘し汁 4αko

砂務 大さじ 5
醤油 大さじ 3

[芋蔓{ず"き)の費援物]

芋茎 5旬

だし汁 ,OOX
砂機 大さじ 2.5

醤油 大さじ1.5

[その他の具]

キヌサヤ

コーン
桜でん，3i

量
量
量

遭
適
適

-干しいたけは贋
砂して、調味料を入れ

た匡し;十で汁気が

なくなるまで煮る.

.芋蔓 lまぬるま濁で'

砂毘し 'on 程度に切り F
闇味料を入れて汁気

がなくなるまで象る.

×学茎ほぬるま過で戻して

決ぅ時巴亀でもむとあ〈がよ〈銭 lする.あ〈が残っ

ている.合!三一度繭で己 1ます.

伽読者の声
現存する写興や資料が少ないとのことでした

が記事では盆山の徹子が具体的に紹介され(中

略)興味を待って麟むことができました.早川の

歴史を学ぶ資利としてだけでむ〈日本の定策の

歴史を学ぶ資利としても大変有効怠ものだと思

いました. {昭和町Mさん)

『日本の盆山』という本に石膏が探れた盆山とし

て「茂倉Jの名が確かにあつました. r良債な石膏が

探れたJと・かれている通り茂貧盆山は囲内の石

膏銀燭鉱山 8 力所のうちのーっとして、.要な盆

山だったようですね. {中略)かつて茂貧に 4∞人も

の人が住んでいたとは驚きです.昭和 '30年代前半

のa隆盛期往時の廠やかさは釦何ばかりだコたか

.I.ハ王子市Mさん)

..歯車既存賀利が少広〈、企画倒れになるのでほ

という不安もありました.しかし、いざ取材を始め

ると膨大伝情報が集まり、初の 2号に渡つての特

集とZよりました.とにかく語れる方がいらっしゃ

る今の段階で配録に残ぜて良かったです.

2月悶旬の直書でさぞや大変不安忽経般をさ

れたことと存じます.ニュースで情報が流れるた

びに、心を繍めておりました.一日も早い復旧をお

街りしています. (HI鍾市Mさん)

早川町、有名に忽ってしまいましたね.復旧陪順

聞に進んでいるのでしょうか?I杉並区Mさん)

.集部 2 月の大宮で陣、大変ご心配をおかけ数し

ました.また繊々低形でのご獲助ありがとうご

ざいました.心よりお礼陶しょげます.大宮のIl・

ち多少残つてはいますが、おおよそ平常の生活に

戻りました.今年ほど、春を恋しく患った冬もはい

ですね. ，二れから新緑の美しい隼節を迎えます.置

が漕げた早川町へぜひ足をお運び下さい l

|・I~IU. ゃまだらけ .

65 号特集(日月上旬お届け)

雨畑茶にかける情熱

雨畑製茶工場の人々

早川町田中でも、南波圏{硯島)地区ではお

茶の栽培が特に盛んで、雨畑茶と呼ばれブ

ランドにもなっていますB しかし、過酷高

齢化が進み生産者も生産量も;X第に減少固

その存続が危広まれています.

そんな中、雨畑茶を守るべく、必死に製

茶工場を動かす住民たちがいます。雨姻茶

!こかける情熱とその思いを紹介します!

『ぷんぐ 守!1I>W梨県司p.::-_.

CII.Jへ
ょうこそ

【志位】 Hω2η2 山保県南巨摩..皐'"町商伎 645-27
TE L. O臨時 3000 FAX 師6-45-2288

【生コンタリートプラント ]TEL0556-4S-Z700

http://_GOhOS盟国
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